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資料１ 子ども被災者支援法

残念ながら骨抜きにされている状況です。日本の現状に対しまして、チェルノブイリ事故後作られたチェ

ルノブイリ法は、住民保護の観点をはっきり諸施策に具体化し、３２年後の今も継続されています。

「東京電力原子力事故により被災した子どもをはじめとする住民等の

生活を守り支えるための被災者の生活支援等に関する施策の推進

に関する法律 」 （一部紹介）

（目的） 

第一条 この法律は、東北地方太平洋沖地震に伴う東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故

により放出された放射性物質が広く拡散していること、当該放射性物質による放射線が人の健康に及ぼ

す危険について科学的に十分に解明されていないこと等のため、一定の基準以上の放射線量が計測さ

れる地域に居住し、又は居住していた者及び政府による避難に係る指示により避難を余儀なくされてい

る者並びにこれらの者に準ずる者が、健康上の不安を抱え、生活上の負担を強いられており、その支援

の必要性が生じていること及び当該支援に関し特に子どもへの配慮が求められていることに鑑み、子ど

もに特に配慮して行う被災者の生活支援等に関する施策の基本となる事項を定めることにより、被災者

の生活を守り支えるための被災者生活支援等施策を推進し、もって被災者の不安の解消及び安定した

生活の実現に寄与することを目的とする。 

（基本理念） 

第二条 ２ 被災者生活支援等施策は、被災者一人一人が第八条第一項の支援対象地域における居住、

他の地域への移動及び移動前の地域への帰還についての選択を自らの意思によって行うことができる

よう、被災者がそのいずれを選択した場合であっても適切に支援するものでなければならない。 

３ 被災者生活支援等施策は、東京電力原子力事故に係る放射線による外部被ばく及び内部被ばくに伴

う被災者の健康上の不安が早期に解消されるよう、最大限の努力がなされるものでなければならない。 

４ 被災者生活支援等施策を講ずるに当たっては、被災者に対するいわれなき差別が生ずることのない

よう、適切な配慮がなされなければならない。 

５ 子ども（胎児を含む。）が放射線による健康への影響を受けやすいことを踏まえ、その健康被害を未然

に防止する観点から放射線量の低減及び健康管理に万全を期することを含め、子ども及び妊婦に対して

特別の配慮がなされなければならない。 

６ 被災者生活支援等施策は、東京電力原子力事故に係る放射線による影響が長期間にわたるおそれ

があることに鑑み、被災者の支援の必要性が継続する間確実に実施されなければならない。 

（国の責務） 

第三条 国は、原子力災害から国民の生命、身体及び財産を保護すべき責任並びにこれまで原子力政

策を推進してきたことに伴う社会的な責任を負っていることに鑑み、前条の基本理念にのっとり、被災者

生活支援等施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 
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資料２ 避難者の声 

（Aさん） 福島市から 2012 年 3 月に沖縄県に避難して来ました。 

 その時は正にスーツケース一つに必需品だけを詰め込んで、お金もほとんど無いままにやって来

ました。取り急ぎ、仕事をしなくてはと探していたところ、市役所臨時職員として避難者枠がある

ことを知り、早速応募、どうにか仕事につくことが出来ました。福島と比べても給与は大変低いも

のでしたが、それでもやっていけたのは、借り上げ住宅制度があったからです。 

 昨年度からはとうとう借り上げ打ち切り、家賃補助という形に変わり、経済負担が一気に増加し

ました。この沖縄において、福島で培った人脈は役に立ちません。一からの求職で、年齢を問われ

ると、どうしようもありません。だからといって、福島に帰るなどということは出来ません。時間

が経ったから放射線量は下がっただろう、などと楽観的なことが言えるなら気楽なものです。私は

時折福島に行きますが、線量計で計測する度に、まだこんなに高い、前はそれほどでもなかったと

ころがこんなに上がってる、といった驚きばかり目にします。 

 そんな中、避難当初から大変尽力して下さっている沖縄県が、我々福島県民避難者に家賃補助の

予算を決定して頂けたことは、本当にありがたく感謝申し上げます。この 1 万円で救われている避

難者がどれほどいることでしょうか。福島県や国が今年度さらに三分の一に減額、最後は補助打ち

切りという暴挙に出ています。これは、国や福島県の財政負担を減らすという意味のほかに、もう

一つ恐ろしい思惑が含まれています。自主避難者に対し家賃補助を打ち切るということは、原発放

射能被害はもうなくなった、原発問題は収束したのだ、と対外的にアピールする根拠にしようとし

ている点です。これは、福島県に観光客を呼ぼう、福島県産品を食べようという悪知恵と同じ手法

です。安全だから人が来る、安全だから食べる、のではなく、人が来るから安全、人が食べている

から安全とするのです。  

そんな県民のみならず、応援してくれる県外者をも誑かすような政策に、沖縄県は足並みをそろえ

てほしくありません。どうか、今の福島の汚染状況を正確に見定め、来年度も減額せず、そして打

ち切ること無く家賃補助を継続して頂くことを切に願います。 

そんな行き詰まる日本の未来を憂うとき、沖縄県政に一筋の光を見出します。 

どうか減額せずに継続してご支援いただけますようにお願いいたします。 

（Bさん） わたしは国や東電からは被害者とも認められず、どこからも補償や支援はありません。

いま国や東電は補償や支援を打切りはじめました。これは単純に補償を貰っている、いない、の話

ではなく、放射能汚染は続いているのに次々と避難解除をして避難者を帰還させ、補償を打ち切り、

国をあげて被害は『なかったこと、終わったこと』にされようとしています。 

補償を打ち切るということは原発事故の被害は終わり、避難解除をしたので帰還しない避難者は

自ら選んで移住したという人になります。 

家族や友人がいる故郷に誰もが帰りたいと望んでいます。私たちは原発事故さえ無ければここに

はいません。家族友人がいる住み慣れた大切なそれぞれの場所にいたはずです。帰りたくても帰れ

ないのです。事故から六年が過ぎても廃炉も放射性物質を閉じ込めることすら出来ていないのに再

稼働です。 

私たちの国は何のためにあるのでしょうか。国のやり方に異議を唱えて立ち向かわなければ、今

後日本で原発事故が起きたときに『今』の私たちが前例になり基準になっては困ります。 
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（C さん） 主人の理解が得られないままの自主避難の為、生活費が２倍かかることなど険悪ムー

ド。子供と父親を離してくらせている罪悪感。年２回の帰省時の旅費がかかる。 

（D さん） 経済的に大変です。仕事をしていますが、子どもに合わせて土日休みの仕事で高い給

与は望めません。夫が年数回来沖していますが、航空運賃が高いため負担が大きいです。『帰って

きてほしい』ような事を遠回しに夫に言われるとつらいです。 

（E さん） 借上げ住宅の支援があって生活ができているが、終了してしまったら、その先、どう

していいのか分からず不安。これからの子供の進学、進路に悩む。生活したい場所が子供と親と違

う場合がある。本来はなじみの土地へ帰りたい気持ちもあるが本土に帰るとなると、原発もたくさ

んあり地震や津波の心配もあるので、また、再度の避難が必須になるのではないか、と悩む。 

（F さん） 住宅支援が切れたらその後どうしていけば良いか、今だに生活基盤が作れず、そのま

ま住み続ける事も難しいが、新しい所を借りるだけの資金もなく、帰還する決断もできない。不安

しかない。避難しなければ子供達が被爆し続けることは明らかで、体内、体外ともに蝕まれていく

のを見過ごしていくことは親として出来ない。 

（Gさん） ニライカナイカードで娘の通学するバス券を購入するのに助かってたり、住宅支援が

あり、生活が出来ていましたが、なくなってしまったら、生活が極めて困難になりました。 

（H さん） 支援対象外からの自主避難者は自己資金を注ぎ込んで生活せざるを得ず、収入が追い

付かなければ生活を追いつめられるのを日々実感しています。 

（I さん） 支援対象外からの自主避難者は自己資金を注ぎ込んで生活せざるを得ず、収入が追い

付かなければ生活を追いつめられるのを日々実感しています。 

（J さん）「税金」とは一体何の為にあるのだろうか？と思わざるをえません。沖縄に限らず、国

単位で税金を被災者と汚染拡大の防止に使うべきです。最初から個人の出来る業を超えています。

もはや個人に出来る事は、遠くへ避難する、食事に気を付ける、原発に反対し続ける、くらいです。

帰りたくても帰ることは不可能で、避難生活は生活自体を圧迫しています。 

（K さん） 福島が相変わらず汚染されているのに、なぜ早々に打ち切って県に帰そうとするのか 

打ち切りは県の要請だと聞いている。福島が以前のような生活レベルが出来るレベルになったなら

まだしも、何の根拠もなく、あれから何年も経ったからという情緒的理由で支援打切り帰県運動と

なれば、東電政府の責任放棄を認めることになる。断固拒否する。 

（L さん） 一年前、甲状腺ガンが発覚した。全く無自覚だったが、検査を受けたら、子供、のう

胞が６カ所あると言われ、ショック。私はすぐ手術をしたが、半年後にリンパに移転。２度目の手

術をした。今週は治療と予防を兼ねて、放射線治療を受けた。会計も圧迫するし、気持ちも不安。

話せる相手も県内に居ない。これから仕事も探せそうにも、ガンのこともあるし心配。 
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資料３ 放射能汚染の現状（2018 年 4 月）

今も続く放射能放出⇒全国汚染 

帰還困難区域は今なお毎時 40~80 マイクロシーベルト。ものすごい空間線量。 

原子炉からは毎日 400 万ベクレル放出されている。東日本各地を汚染させ続ける。最近、増加す

る傾向が目立って不気味だ。 
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昨年 12 月 22 日~今年の 1 月 17 日までの定点観測。上が群馬県、下が長野県。 

各地に福一からの放射能が到達。群馬県各地と長野県各地でスパイク（測定値の急増） 

が同じタイミングで発生しており、高汚染の放射能気団が風に乗って漂うことを示している。 
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政府設置のモニタリングポストは真値の半分しか示さない。こうして住民の被曝がネグレクトされ

る。システマティックで怖い話だ。測定は 2012 年。約 300 か所の測定。 

チェルノブイリと同倍率の地図、汚染レベルも同一の色で示す。セシウム 137 とセシウム 134 の

比が日本は１：１、チェルノブイリは２；１。セシウム 137 が同レベルだと日本の方が空間線量

が高い。年間 1 ミリシーベルト以上は日本の方が広い。文科省の航空モニタリング測定より計算。 

チェルノブイリ
と比べれば
チェルノブイリ
法の
「移住権利ゾー
ン」
は
日本の方が広い

モニタリング
ポストは
真値の半分
しか示さない
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放射線による健康被害 

厚労省人口動態調査 総人口は３．１１の 11 か月後（2012 年 1 月）から激減モードに入る。1 年

で約 10 万人強の死亡増加。下図は同じく厚労省の人口動態調査からグラフ化した死亡統計。 

２０１１年で 10 万人程度、2015 年で 5 万人ほどの死亡者数が増加している。 

死亡率（総数） 2011年
の
予想曲
線から
のずれ
は
ほぼ
10万人

11か月
後から
人口急
減モー
ドにな
る
過剰死
亡数は
年間約
10万人
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老衰。お年寄りが放射能環境で命を失っている。沖縄も 2011 年で劇的に増加している。 

沖縄は流通による東北のお米、野菜を食することによる内部被曝のためではないかと判断している。 

 アルツハイマーによる死亡者、沖縄も 2011 年以降の増加が顕著。やはり食材による内部日あく

ではないかと思う。 

沖縄の急増
は
食材による
内部被曝か

沖縄の
急増は
食材に
よる内
部被曝
か
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2012 年度における福島県産米の消費量の多い４都府県。沖縄は 3 位。3 位までは住民一人当たり

の量が 4 位以下より桁違いに多量である。 

今年１月には福島県沖２㎞で獲れたクロダイに、３０ベクレル/ｋｇのストロンチウム９０汚染が

確認された。海は食物連鎖で被曝が強まっているのでしょう？汚染食品は食べてはなりません。

食べずに本質的な応援をしましょう。 
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県別の心筋梗塞死者数を全国の死者数で基準化して示した。福島は 2011 年以降かなり増加して

いる。沖縄には心筋梗塞は現れていない。むしろ相対的には減少している。

小児甲状腺がん 

福島県内の小児甲状腺がんは政府や福島県によって、かたくなに「事故との関係は見出されていない」

とされるが、科学的には明瞭に事故放射能との関係が見出されている。グラフは甲状腺の相対リス

クが地域の土地汚染と直線的に関連していることを示す。 

科学的には明らかに放射線による異常増加

小児甲状腺が
んは
科学的に見れ
ば
明瞭に
放射能原因で
ある：
リスクが
居住地の
放射能の強さ
に比例

沖縄は
相対的に
減少する
が
被害が現
れていな
いわけで
はない
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 放射能環境ががんに関係すると仮定すると環境に長くいるほど吸収線量が増え、罹患率も高くな

る。どの地区も本格検査の方が先行検査より罹患率が増大している。甲状腺がんが放射能によるこ

とを示す。13 市町村は浜通り、12 市町村は中通り、３４市町村は低線量地帯である。 

食品汚染 

今なお東北地方の食糧汚染は深刻である。太平洋側と内陸部には強く汚染が残存している。 

健康を守るためには危険が予想されるものは避けるべきである。 

食材を選ぶことが命どぅ宝。自分の命を犠牲にして「食べて応援」はなりません。
人権に基づく本質的支援を！

土壌汚
染量
と
放射能
環境に
滞在す
る時間
に
比例

食品汚染
環境
は
関東・東北
で
深刻
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放射能で犯される生命組織 

シジュウカラの死骸。 頭部が輝いているのは放射能が集中して溜まっていることを示す。福島の

放射能は不溶性の微粒子が沢山出ていることが確認されています。怖いことです。 

被ばくしたニホンザルの血球を作る細胞。被曝したサルの細胞には脂肪がたくさんたまり血球の

元となる細胞数が減少していた（青色が血球細胞、白色が脂肪）。生命機能が危機に瀕している。 

人でも血液が沢山運ばれるところに放射能が溜まります。
不溶性の放射性微粒子が特に危険。

血液が
集中する
臓器に
放射能が蓄積

被曝す
ると
血球の
元とな
る細胞
が
減少、
脂肪が
増加




